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はじめに

　本学の学生相談活動は，昭和46年度に板橋校舎におい

て「学生カウンセリング室」として活動を開始して以来，

今年で実に32年の実績を重ねてきた．その活動の変遷

は大学運営の歩みと共にあり，これまでに関わった多く

のスタッフ，関係者の弛まぬ努力と日々の地道な活動に

裏付けられている．本学で学ぶ一人ひとりの学生が，よ

り充実した学生生活をおくることができるよう，個別相

談を基本としながら，創意・工夫をし，時としては悩み，

揺らぎ，様々な活動を生み出してきた．携わってきたス

タッフの活動経過を，ぜひ一人でも多くの教職員を始あ，

関係者の皆様にお伝えする必要があると感じた．

　今回，これまでの活動を振り返りながら，今後の本学

における学生相談活動のあり方を展望してみたい．なお

学生相談活動については各校舎の専任スタッフ，板橋校

舎は山本洋子，狭山校舎は高橋寛子がまとめ，今後の展

望を上野容子が論じた．

1．板橋校舎における学生相談活動

1．板橋校舎学生相談室の歩み

（1）学生相談の始まり

　　日本での学生相談の歴史は，昭和26年にアメリカか

　＊心理教育学科　精神保健福祉研究室

＊＊保健センター　学生相談室

ら派遣されたロイド博士（Wesle，　P．　Lloyd）をはじ

めとする講師団を招いて行われた，「学生助育」

（Student　Personel　Services）をテーマとした学生補

導厚生研究会に端を発している．

　研究会では，大学は知識・専門技術を習得するだけ

ではなく，学生の全人的な統合を回復する目的を含ん

だ教育の場であるという，大学教育の新たな概念の必

要性が検討されている．学生相談が日本で最初に活用

されたのは，昭和28年，東京大学の学生相談所だと

いわれ，昭和40年代には，保健管理センターの中に

学生相談部門として広がっていき，平成11年に実施

された文部省の調査では，全大学の92．3％に学生相

談の機能を有する機関がある1）とされている．

（2）本学学生カウンセリング室の開設

　本学の学生相談活動は，昭和46年度に学生カウンセ

リング室としてスタートした．

　開設当初の様子について，当時の室長（増田實：以

下スタッフの敬称略）は，報告書の中で「カウンセリ

ングはその人の問題や障害の治療（Therapy）に目を

向けることをするが，治療のみが目指されているので

はない．むしろ治療も含めた，その人の人間的・内面

的な成長（Growth）に目を向け，それを可能ならし

めるよう援助しようとする働きかけなのである．この

意味では，教育（Education）と共通の基盤をもって

いる」2）という活動の趣旨を，学内に理解してもらう

ことに苦慮していた様子が伺える．大学に対する数々
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の要望書が過去の報告書に掲載されており，活動の展

開＝相談場所と人員確保の歴史のようでもある，

　相談活動は旧第五本館1階の学生部で始められ，翌

年旧講堂（現在の120周年記念館）の広報室跡を改装

し，1階を事務室，2階を面接室として使用した．開

設3年目に室長の他専任職員（辻敬子）が採用となり，

毎日開室することができるようになった．

　開設10年目（昭和55年度）に，学生カウンセリング

室は学長直属機関となり，新たにカウンセラーとして

教員スタッフが増員された（室長：跡見一子，橋口英

俊）．昭和57年専任職員の交代（平田かず枝）があり，

スタッフの複数体制と共に活動も活発になり，研究活

動として学生カウンセリング室報告書第1号も作られ

た，開設15年目（昭和61年度）には，新しく文学部が

創設され，狭山校舎にも学生カウンセリング室が開設

される運びとなり，専任職員（山本洋子）と共に，年

を経ながら教員スタッフ（中村誠，金平文二，平澤尚

孝，川合貞子）が増員されている．

　学内スタッフだけでは相談時間も限られるため，昭

和59年度から非常勤カウンセラーの採用が認められ，

心理的な相談に加え身体的な悩みにも応える必要性か

ら，女性の産婦人科医（佐藤和子，黒島敦子）が嘱託

として採用された．相談件数の増加に伴い，週1日～

3日勤務の嘱託カウンセラー（末武康弘，以後崎はる

み，木ノ瀬朋子）が，平成7年より事務・受付補助と

して年間1名の業務補助員（福田美和子，原田由喜枝，

丹野京子）が採用され，年々学生への対応も充実して

いった．

（3）保健センター学生相談室へ

　開設から26年目（平成9年度）には，学生の心身の

健康の保持増進をはかり，教育効果の向上を助ける目

的で，保健室と学生カウンセリング室が組織統合され

保健センターとなり，名称も学生相談室（室長：保健

センター副所長平澤尚孝）に変更された，

　学生相談室は，旧図書館跡に新設された大学9号館

1階に移転し，業務内容の見直しから，附属中学高等

学校生徒のカウンセリング業務が加わった．学生相談

室の他保健センター所長室なども借用しながら相談を

開始し，大学の保健センター内だけでは活動の範囲が

限られるため，平成10年度より附属学校の相談業務

を中心に行うスタッフ（大井美智）を採用し，附属校

舎の保健室や応接室等を利用させて頂きながら活動を

継続してきた．平成12年度に附属校舎にカウンセリ

ングルームが新設され，現在は附属の先生方とスタッ

フ（達口恵）で定期的なミーティングを持ちながら，

より良い活動を目指して業務内容の検討を重ねている．

　また平成11年度には，地域に開かれた臨床心理相

談事業と大学院生の臨床心理実習を行う目的で，保健

センターと同フロアーに臨床相談センターが開設され，

学生相談室の面接室を2部署で共用し，スタッフ2名

も兼務となった．センターの立ち上げは急務であった

が，学生相談業務をやりくりしながら，臨床相談セン

ターの相談活動をスタートさせることができた．

2．学生相談室利用者数と相談内容の経緯

　開設から現在までの相談活動の経緯は，大学の組織編

成より四期に分けることができ，32年間の相談室利用

者数の推移を図1に，相談内容の推移を図2に示した，

　利用者数の内訳は，個別相談，自己理解テスト（EPP

S性格検査）の結果返却，昼食会やカウンセリング勉強

会，相談室の図書貸し出しなどで学生相談室を訪れた来

室者の述べ人数である（図1の在籍学生数は，各年度当

初の学園年報記事より算出した）．

　相談内容の各年度の比較にっいては，①健康（生理不

順など身体に関する相談），②性格（昭和63年度までは

自己理解テストの返却を含む），③精神衛生（学生生活

不適応に含まれる主訴であっても，心療内科等の受診歴

があるもの），④心理不適応（医療機関の受診はないが

不安感が強いなど心理的な不安定さが顕著なもの）⑤学

生生活不適応（学業・進路・休退学・課外活動・学生生

活・寮生活・対人関係・家庭などの相談）の5項目にま

とめた．

（1）第一期　創設期（昭和46年度～昭和54年度）

　　第一期は個別相談を中心とした来室者で，面接の延

　べ数は年間平均468回である．開室日は月曜から土曜

　日の週5．5日で2名の担当者で相談を担当していた．

　第一期，第二期の相談内容は，「性格」が最も多く，

　学生の自己理解を深めることを援助する目的で，自己

　理解テストの結果について，希望者に30分程度の面

　接を行っていた．相談内容は，「進路」「修学」「対人

　関係」が多い．

（2）第二期　独立期（昭和55年度～昭和63年度）

　　この時期の来室者の平均は823名で第一期の1．7倍

　（平均面接数は432回）で，面接以外の来室者が年間平
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均で396名と多くなっているのが特徴である．学長直

属機関となった際，兼務教員スタッフが4名に増員さ

れ，相談面接以外の活動，“カウンセリング勉強会”

“昼食座談会”などが開かれ，学年や学科を越えた交

流の場に参加する学生が増えたことによる．昭和59

～63年度の利用者増は，カウンセリング業務のため

の非常勤カウンセラーが週2日採用され，より多くの

相談を担当できるようになった結果である．

　相談内容としては，「進路」「対人関係」「性格」と，

また当時の室長が女性の小児科医であり，身体面も含

めた女性特有の相談に対応した結果新たに設けられた

分類の「健康」も多い．

（3）第三期　模索期（平成元年度～平成8年度）

利用者数は各年度ほぼ横ばいで，個別面接の平均は下

がり240回，来室者の平均は約1．5倍増の1299名となっ

た．これは，新入生全員に実施している自己理解テス

ト結果を，面接ではなく簡易な説明でより多くの学生

に返却するようになったからである．

　この時期，主なスタッフが狭山校舎の文学部所属教

員であり，新設学部の業務が多忙なため学生相談室業

務に専念できない時期であった．室長職務代理の交代

が3回あり，「健康管理センター検討委員会」で学内

の学生相談室の位置付け等が検討され，相談室の基盤

が組織上不安定であったとも言える．相談内容は「進

路」「対人関係」などの大学生活不適応に関する相談

も多いが，心理不適応，精神衛生に関する相談も増加

し始めた．

（4）第四期　拡張期（平成9年度～平成15年度）

　保健センター学生相談室となり，来室者の平均は

1287名，個別面接の平均は第三期に比べ約2倍の

766回になった．学生相談室が新しい建物で明るい雰

囲気になり，保健室に来ながら気軽に立ち寄れる場所

となったことで，学生も利用しやすくなったと推測す

ることができる．

　附属の相談活動は，スタッフの増員で，来室者年間

平均は182名，面接回数平均は235回となり，大学と

合わせると，来室者平均1469名，個別面接約1000回

になった．組織やスタッフ数，施設環境の変化と共に，

利用者は開設当初の約2．5倍の増加となっている．臨

床相談センターとの兼務，附属生徒への相談対応など

の業務変化の中，平成12年度には，大学の学生相談

業務だけに専念できるスタッフが，週4日の業務補助

員と嘱託2名となり，ミーティングやケースカンファ

レンスを頻繁に行うなど，スタッフ間の協力体制作り

や運営の工夫が求められた．限られたスタッフで相談

室の活動を維持していくに当たり，増加する個別面接

に対応するだけで精一杯の時期であった．

　相談内容は「健康」「心理不適応」「精神衛生」が目

立って多くなっている．進路や対人関係などの相談で

ありながらも，その背景に不眠や抑うつ，自傷行為・

摂食障害や食生活・睡眠の乱れによる生理不順，など

が含まれ，婦人科・精神科の嘱託医の相談日を設けた

ことにより，精神衛生に関連する相談への対応が可能

となった結果である．また，保健室に身体的な処置や

相談で訪れ，対人関係や進路，性格などの悩みを打ち

明ける学生に相談室を，学生相談室に訪れた学生で頭

痛や胃痛など身体的な訴えがある場合は保健室を紹介

するなどの連携ケースも増えている．

（5）相談活動の実際

不眠や強い抑うっ感などの「精神衛生」に関する相談

であっても，語られる内容には，学業，進路，対人関

係，家族などのエピソードが織り込まれている．

　以下にクラス担任と家族，嘱託医と連携したA子の

ケースの概略を報告したい．プライバシー保護のため，

事例の趣旨を損なわない程度に，一部内容を変更して

いる．「」はA子，〈〉はカウンセラー（以下Co）の発

語である．A子の来室が不規則で，1名の対応では時

間的に難しく，家族との対応もあり，2名のCoで対

応した．

　A子が学生相談室を訪れたのは，新学期もしばらく

過ぎた5月の初めである．20歳の短大2年生で，両親

と弟の4人家族の長女で，地方から出てきて一人暮ら

しをしている．

【主訴】友だちとうまくいかず悩んでいる．

【初回】A子は小柄で色白，声も小さく華奢な印象の学

生である．「友だちにお茶を誘われたので一緒に行っ

たら，宗教の勧誘だった．すぐに断ったが何度も勧誘

の電話が来て，怖くなって授業も行きにくい」という

内容で，卒業が心配で相談に来たという．A子の不安

な思いを受け止め，一人で焦っている様子が伺えたの

で，他の友達に頼んでなるべく一緒に授業に行くこと，

ご家族に話して連休中は実家に帰って様子をみた方が

良いと話し合い，A子も安心した様子で落ち着いて帰っ

ていった．
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【再来室】初回から4ヶ月後，後期の授業が始まってま

もなくA子が再び訪れ，昨年度落とした再履修科目を

休んでいて「単位が取れるか心配」と涙ながらに話し

出した．「ひとり暮らしに慣れず，夏休みにアルバイ

ト先の人間関係でも悩んで，大学も休みがちになった」

など1年時の様子も語られ，「卒業はしたくて，2年生

で気持ちを切り替えてみたけれど，授業に出られなく

てどうしたらいいかわからない」と思いっめた表情で

あった．担任の先生にも相談し，気持ちはよくわかっ

て頂いているのに，授業はどうしても休んでしまう．

夜眠れず，朝のラッシュの電車は気分が悪くなり途中

下車してしまう．気持ちが急にふさいで，人といても

自分の世界に閉じこもってしまうことがあってアパー

トの外に出られない．気分の波があり不眠も続いてい

る様子なので，嘱託の精神科医を紹介し，うっがひど

いので，まず両親に連絡し，クリニックの投薬治療と

並行して，「卒業したい」という希望を失わないよう

に学生相談室の面接でフォローすることになった．A

子は親には知られたくないということなので，Coは

家族との連絡調整に入ることにした．

【家族との連絡】A子によると両親は弟とは仲が良いが，

A子とはあまり話をしない．A子は大学進学も賛成し

てもらえず，学費とアパート代以外の生活費はアルバ

イトで補っていた．小さい頃からおばあちゃん子で，

母親と祖母は不仲，父親は小さい頃は勉強や躾のこと

で厳しかったが，今は仕事も忙しく，高校の頃から話

をしなくなった．両親への連絡については「わかって

もらえないし，怒られると思う」と頑なな様子だった．

Coよりくご両親には相談室から説明もできるし，卒

業のためには一緒に考えてもらう必要があるのでご実

家に連絡してみましょう〉と伝えた．数日後，A子の

母親が来室し，「メールの返事の様子が心配で上京し

てきたら，本人は何も話さず，『相談室に聞けばわか

る』と言われた」と困惑されていた．経過を話した上

で，A子は卒業を希望していること，気分の波があっ

て思うように頑張れなくて悩んでいることなどCoよ

り説明した．母親も，「何を考えているのか全くわか

らないんです」と，話し合う手段がなく困っている様

子だった．Coはお互いの誤解を紐解くような，親子

の会話の橋渡し役を行いながら，卒業に向けてサポー

トする方向になった．A子は本来やりたいと思ってい

ることができないので，自分を責めてしまいがちなた

め，〈ともかく今は卒業が目標．今の状態でできる課

題からやって，先生にアドバイスをもらうことにしま

しょう〉と伝えた．

【卒業に向けて】クラス担任の先生より学生相談室に，

卒業までの出席と課題にっいて話したいが，A子と連

絡が取れなくて困っているという連絡があった．その

頃ご両親も学生相談室に来室され，卒業について教務

課から連絡があり，「卒業の環境を整えて，ゆっくり

今後について話し合いたい」と卒業延期の手続きを取

られたとのことだった．A子はクリニックにも通い出

し「何となく自分を取り戻せているような感じ」がし

てきていた．相談室でも卒業後の対応を検討する必要

があり，嘱託医，A子，ご両親，　Coで卒業に向けて

の対策を再度話し合った．「わかってもらえるはずが

ない」というA子に，＜事情を話すだけでもご両親は

安心されるかもしれないし，顔を合わせて安心しても

らうのが一番いいかもしれない〉と話した，話し合い

では，「やりたいことをさせて欲しい」というA子と，

「そういう気持でいるのが初めてわかって良かった．

でも実際の生活費など家族が援助するには限界がある」

など，家族のお互いの気持ちと今後の生活についての

確認がなされた．その後A子は無事に卒業し，家族の

仕送りも受けながらアルバイトと専門学校に通った．

3．板橋校舎学生相談室の今後に向けて

　学生相談室のスタッフは，心身面の健康に目を配りな

がらも，その症状のみにとらわれることなく，学生が自

らの力で今できることを共に探しながら，今後への希望

を見失うことがないよう考えていく必要がある．そのた

めには，学生生活や日常生活でやらなければならないこ

とと本人がやりたいことのバランスが取れるように，本

人の自主性・社会性を育てるよう見守る姿勢と共に，学

生本人とその周りの人との関わりを生かしていく視点，

その関係をつないでいく役割が求められる．

　本学で相談活動がここまで続けられた背景には，学生・

生徒の教育の充実を図ろうという学園の方針と学園教職

員の協力があり，その意向に沿いながら活動に関わって

きた全てのスタッフの「相談活動を通じて人間の成長を

信じて見っめよう，共に考えていこう」という思いが脈々

と受け継がれてきたという歴史がある．そしてそれは，

悩みながらも真剣に生きていこうとする学生・生徒の姿

に支えられてきたことでもあるといえよう．
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　これまでの学生相談室の活動内容は，学園の要請を受

けながら，様々な形で相談活動の種を蒔いてきた感があ

り，今ここで，開設当初の活動も参考にしながら原点に

戻って，学生が自律した生活を送ることができるよう援

助する“学生のための”相談活動を見直していく時期に

来ていると考えられる．相談以外の援助活動も含めた学

生へのサービス内容の検討，学内のネットワーク作りの

システム化，予防活動としてのメンタルヘルスに関する

情報提供など，学生相談室がこれから担うべき役割と課

題等について，現在，市丸雄平保健センター所長，学生

相談室長の上野容子副所長と共に，両校舎スタッフによ

る日々の相談活動の検討が続いている．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（山本洋子）

H　狭山校舎における学生相談活動

1．狭山校舎学生相談室の歩み

（1）狭山校舎の開学とその特徴

　昭和61年度に文学部が設置され，狭山校舎が開学

した．豊かな自然環境の中で，現在文学部1～4年生，

家政学部1・2年生，文学研究科の大学院生合わせて

3000名を超える学生が学んでいる．板橋校舎が“歴史

と伝統”に特徴づけられるならば，狭山校舎は“のび

のびとしたおおらかさ”が特徴ともいえよう．約6割

を家政学部の学生が占めているが，全体の8割が1・2

年生であることから入学期での不適応や以前から持

ち越された心理的課題を抱える学生も多い．文学部の

学生には一貫した援助が可能だが，家政学部の学生は

2年間で板橋校舎へと移るため，“新しい環境へ送り

出す”という課題が加わる．このような特徴から狭山

校舎での学生相談は，板橋校舎の活動を基盤としなが

らも，視点を異にした新しい活動が求められた．ここ

では組織を事例研究する（高石，2003）との視点に立

ち，学生相談室の歩みを概観した上で，相談内容の変

化と対応の専門性にっいて述べてみたい．
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（2）第一期　導入期（昭和61年度～平成6年度）

　板橋校舎における長い学生相談の歴史が基盤となっ

て，学長直属機関の分室という位置づけのもと，独立

した建物（旧米軍の通信施設）が用意され，保健室と

区切って使用することとなった．これは事務室・受付，

面接室2室，集団面接室1室，倉庫からなっており，

19年目を迎えた現在も手狭ながら同スペースでの活

動を行っている．グループワークができるようにとの

配慮から板橋校舎にはなかった絨毯敷きの集団面接室

1室が整えられたのが大きな特徴であった．当時は

“居場所”や“フリースペース”といった発想が充分認

知されていない時代であったが，ここに将来的な学生

相談への方向性が見て取れ，増田實元室長の先見の明

が伺える．専任インテーカー（受理面接者）として職

面接・利用内容の変化
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員が増員され，兼務カウンセラー2名（増田實，橋口

英俊）とインテーカー（平田かず枝）とで相談活動が

スタートした．現在も兼務や非常勤のみで活動を行っ

ている大学が多い中，専任が各校舎に1名ずっ確保で

きたことは，今日まで安定した学生相談活動が行われ

てきた大きな要因と考えられる．初年度の在籍学生は

1年生のみで約700名であった．集団面接室を開放し

ていたことから，昼食時や授業の空き時間には，居場

所として多くの学生が利用していた．翌年度学生数は

倍増し校舎は賑わいをみせ，前任者の退職後インテー

カーとして神保（高橋）寛子が，嘱託カウンセラーと

して末武康弘が新規採用された．また兼務カウンセラー

として中村誠，平澤尚孝，後に嘱託カウンセラーに木

ノ瀬朋子も加わりスタッフは増加した，学生の臨時定
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員増もあって利用者は年々増え続け，室長交替や専任

職員の育児休業などの変化はあったが，新入生の性格

検査実施，報告書の発刊，宿泊ケースカンファレンス，

学生との座談会開催，カウンセリングカード分析や学

会発表など充実した導入期であったといえる．

（3）第二期　成長・発展期（平成7年度～平成14年度）

　在籍学生数は3000名近くとなり，心理的困難を抱

えた若者が増加するなどの社会背景から俄かに相談件

数が増加した時期である．兼務カウンセラーとして平

戸ルリ子が，また阿住一雄，近喰ふじ子が兼務医師と

して加わったが，スタッフは困難な事例へのかかわり

に翻弄されることも多く，集団面接室利用学生への十

分な対応が困難となった．パーソナリティ障害など難

しいタイプの学生には日々細心の注意が必要とされる

ため，一時期集団面接室の開放を見合わせるという事

態も生じた．専任職員は面接のために席をはずすこと

も多く，平成8年度から業務補助員（河北真知子）が週

3日（後に週4日）勤務している．以来受付業務は，学

生の日々の様子を見守る役割として，重要性を増して

きている．

　平成10年度には復学学生の居場所作りのために集

団面接室の全面的な整備が行われ，コミュニティルー

ムとして常時開放が再開された，学生の日常的な居場

所確保とグループワーク定期開催とが実現されるに至っ

て，サポートの幅はさらに広がっていった．これに先

立ち平成9年度には保健センター学生相談室へと組織

変更されたが，狭山校舎では施設自体の変更がなかっ

たため学生や教職員の利用にそれほどの変化は見られ

なかった．平成12年度には，専任職員がかねてより

臨床心理士の有資格者であったことからカウンセラー

へ職名変更となり，面接にも責任をもって対応するこ

ととなった．学生アドバイザーとして平戸ルリ子，上

野容子が任職され，越智啓太兼務カウンセラーととも

に学科との連携体制も整えられた．平成13年度から

はグループワーク参加者が中心となって学生が狭山祭

（学園祭）に参加，現在も毎年継続している．これら

一連の活動はささやかなものではあったが，学生相談

室スタッフが大学コミュニティの一員としての自覚を

もち，教職員と共に学生援助を行う態勢づくりへと向

かうなどの意義も大きく，個別面接に留まらない“開

かれた学生相談活動”への土台づくりの時期であった

といえよう．

（4）第三期　充実期（平成15年度以降）

　徐々に増加していた相談件数が，平成15年度には

ピークに達した．これは在籍学生数のピークとも一致

するが，学生が気軽に利用し始めたこと，嘱託の婦人

科医（黒島淳子），精神科医（中村誠）が相談を開始し

たことも要因として挙げられる．学生アドバイザーに

木村博人が，嘱託カウンセラーに内田夕紀子，向（三

浦）泉，田内奈々子が加わり，スタッフミーティング

定期開催，昼休みの学生アドバイザーミーティング，

週一回のケースカンファレンスなど，上野容子副所長

を中心として，手薄であった相互の情報共有・研鑛の

機能も充実し始めた．さらに狭山科長会との連携，学

生生活支援での学務・教務課との情報交換会，講演会

開催など，多面的な協働活動が展開されっっある．こ

こ数年間教職員へのコンサルテーション（助言）の件

数が増加しているが，今後はクラス担任との連携や学

内教職員のバックアップ体制作り，予防的視点からの

援助などさらなる充実が求められるであろう．

2．相談内容の変化と対応における専門性

　年間ケース数と自主来談率の変化を，図4に示した．

導入期に性格検査を用いた面接を行っていたことから，

相談件数・来談率とも高い時期が見られる，専任が育

児休業中であった平成5・6年度には一時減少したも

のの，平成7年度を境に増加の一途をたどり，平成15

　年度には年間来室者2747名，面接数825回，ケース

数202，来談率6。7％となった．学生相談における来

談率の目安は3％台といわれているが，図4からも①

来談への敷居が低くなってきたこと，②効率よく新

規来談学生を受け入れている様子が見て取れる．

　図5では利用者の内訳・内容の変化を示した．ここ

では学業・対人関係・性格・進路・家庭・休退学など

の相談を“学生生活不適応”として括り，“心理不適応”，

“精神衛生”の3分類と性格検査，コミュニティルーム

利用を合わせて変化を追っている．年度にもよるが，

相談内容の中心が，学生生活上の不適応に関する相談

であることがわかる．藤原（1998）は「これからの学

生相談は修学問題を接点にした相談システムとして再

構築する必要がある」3）と述べているが，修学問題は

すべての学生にとっての共通課題であり，今後も対応

　には工夫が求められるであろう．一方で“心理不適応”

　“精神衛生”に関する面接もまた増加している．心身
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の不調を訴える裏側には「勉強に集中できない」「教

室に入れない」「試験や実習が不安」といった，修学上

の困難性が絡んでいることが多い．その際本人の自覚

と程度に応じて援助の方針を見立て，ガイダンス（助

言）・カウンセリング・心理療法・医療機関紹介や保

護者・教職員との連携などさまざまなレベルの方策や

スキルを用いて援助していくことになるが，このあた

りが学内他部署のサポートとは異なる点であろう．援

助に要する期間は一回限りも数多くあるし，4年間を

超える長いかかわりもある．心身両面から深いテーマ

に寄りそっていく場合，その歩みをともにするために

は莫大なエネルギーが必要とされることもあるが，こ

れも学生相談のひとっの専門性であり，心理臨床の一

現場とされる所以ともいえよう．

（5）狭山学生相談室での相談活動の実際

　次に事例を取り上げ，実際の面接の経過と学生相談

のかかわりの一端を示してみたい．

【対人関係に障害をもっB子の事例】1年の夏休みが終

わる頃B子は学生相談室を訪れた．「幼稚園の頃から

人付き合いができない．緊張が高く気持ちが窮屈だっ

た」と語り「入学後グループの対人関係に必死で合わ

せてきたがもう限界なので大学をやめたい」というの

が来談動機であった．その後B子とは，休学期間をは

さんで復学，卒業までの間，面接・グループワーク・

手紙などを通して約5年に及ぶかかわりが続く．B子

は当初疎通性に乏しく，自分の世界の中で一方的に語

り続け，筆者はB子と触れ合っているという実感がも

てないため言語的関わりには限界が感じられるほどで

あった．登校するが教室には入らず，図書館などで過

ごす日が増えていく一方で，「親に従ってきたが，家

族の考え方にも問題があることに気づいた」「自分の

気持ちを隠し押さえてきたが，面接では本当の気持ち

に向き合いたい．授業には出ていないがもっと大切な

ことをしている」と語り始め，徐々に当初の退学から

休学へと心境が変化，驚き反対する両親を根気強く説

得し，クラス担任とも相談の上休学手続きをとった．

　休学中は初めてのアルバイト体験を通して「雑談が

できなくてもこれが自分の性格」と割り切れるように

なった，小学生の頃のいじめられた体験での傷っきも

語られたが，「休学して自分の中を整理しコントロー

ルできるようになった」と翌年度復学．同時期に復学

する学生を含めて，筆者からコミュニティルームでの

グループワーク（昼食会）を提案しB子も継続的に参

加した．そこには一般の学生に加えて，摂食障害や身

体に障害をもっ学生，引きこもりの学生など様々な参

加者がいた．B子は徐々に他の参加学生ともかかわり

始め，相談室外での昼食や外出にも参加，新しい体験

を積む一方で「本当は人と関わることは好きじゃない」

と必要な時以外はひとりで行動することも選択した．

筆者は現実での生活体験を支えっっ，面接では時に描

画や箱庭など非言語的なかかわりも導入しながらB子

の世界を共有した．

　3年生でB子は就職について考え始めるが，社会的

な適応や技能に乏しく立ち往生することも多いため，

B子の要望で買い物，質問のしかた，お礼や断る時な

どについて筆者と現実的なロールプレイングを行った

りもした．A子はアルバイトで好きに使えるお金を手

に入れ，生活の中での楽しみや趣味も見っけ始めた．

4年生になると「ひとりでやっていけるか試してみた

い」と定期的な面接を中断．学内行事や研究室での先

生方との交流を通して体験を積んでいった．

　筆者は昼食会でB子と親しくなったD子や昼食会の

案内状を介してB子と間接的にっながりを保っよう心

がけ，卒論指導での行き違いから一時パニックに陥っ

た際も，指導教授の先生と連携をはかりながら見守っ

た．卒論を無事提出した卒業間近のある日，B子は1

年半ぶりに相談室を訪れ，「自分の力でやりたいこと

がやれた」「休学で回り道をして価値観が変わった」「ま

あいいやと考えられるようになった」と振り返り「こ

こ（相談室）とは離れていてもずっとっながっていた

よう」としめくくった．これらから学生相談は，様々

な人や物とのかかわりの場を提供する役割りを持ち，

そこで培った生活体験や対人関係を基盤として社会へ

とっなげていく可能性があることなどが示されている．

　B子にとって現実社会はさらに困難さに満ち溢れて

いるであろう．しかし大学という大きな枠組みの中で

確実に何かを育てはぐくみ，自分自身に対するささや

かな自信を得て，社会へと巣立っていったものと考え

られた．

3．狭山校舎学生相談室の今後に向けて

　狭山学生相談室の現在の大きな特徴は，コミュニティ

ルーム利用学生の増加と多様化であろう．実際に間近で

そのひとりひとりのありようを見ていると，“育ち”

（195）



上野　容子・山本　洋子・高橋　寛子

“巣立っ”というイメージに近い．友達ができないのか

空き時間にいっも顔も上げずマンガ片手にパンをかじっ

ている学生．受付を通る際スタッフと視線が合わないよ

う前髪で顔をかくし，こちらの声かけにも反応しない学

生．精神科で投薬を受け眠気や吐き気などの副作用と闘

いながら教室まで這うように出て行き，授業が終わると

「ただいま」と戻る学生．それらの学生がふとした瞬間に

顔をあげ視線を合わせて「こんにちは」と反応するとき，

「何とか1時間今日は教室で座ってられた」と報告する

とき，学年も学科も違う内気な学生同士が雑記帳を介し

てごひいきのバンドの話題を共有しあう姿などからコミュ

ニティルームが各人なりの対人関係を体験している場と

なっていることが伺える．こうしたひとりひとりのゆっ

くりとした変化にひとりの大人として寄り添う時，学生

相談の日常性・開放性が大きな利点となって，大学も量’育

ち’に関わる教育現場なのだと実感させられる．ここ数

年入り口前の小さな花壇に，学生とスタッフとが球根や

種をまくところから花を育てている．対人緊張の強い学

生，摂食障害を抱えた学生などが無心に土を掘り返し，

水やりをしている．今後このような活動が学生相談室な

らではの意味付けをもって継続されていくことが必要で

あろう．その際学生にとって今何が必要であるのかを常

に敏感に感じとり，実践へと結びっけていくことが学生

相談の現場としての使命であると考えている．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（高橋寛子）

皿．本学における学生相談活動に関する今後の展望

1．学生アドバイザーの関わりをとおして相談活動のあ

　り方を考える

（1）学生アドバイザーの役割

　　平成14年度の1年間，学生アドバイザーとしての

　関わりをもち，その役割は，担当教員との連携が必要

　な場合の調整役や，専任カウンセラー（職員）のスー

　パーバイザー役，センター活動構成員の一人等である

　事が理解できた．この職務が平成11年度に設置され

　た背景として，この時期，板橋校舎では臨床相談セン

　ターの創設で相談室の専任職員山本が兼務体制を取ら

　ざるを得なくなっていたことや，狭山校舎では，平成

　6年度から相談件数が増してきており（図一3），これ

　までの教員の関わり（カウンセラーと教員の兼務でお

　こなっていた個別面接）では充分な対応が困難になる

　と共に，教員とカウンセラーの多重役割に対して，学

生側からも「相談しにくい」との声があり，教員側か

らも，学生が相談したい時に即対応できる体制の充実，

より多くの学生に対応できるような活動の必要性から，

教員の個別面接業務の見直しが検討されてきた．学生

アドバイザーは，より多くの学生の相談に応じ，多様

な相談室活動のあり方を検討していく必要が生じてき

た過程の中から生まれてきた職務であることを改めて

認識できた．

（2）学生相談をとおして見えてきた学生生活

　学生アドバイザーとして，狭山校舎で，月に1度の

学生相談に関するミーティングに参加させていただく

ようになった．当時，保健センター副所長（平澤尚孝）

が相談室運営の責任を負っていた．なかなか全員が集

まる時間が確保できず，関係者出席の調整役を担って

いた専任職員高橋の苦労がうかがえる，結局，昼食時

間を使ったミーティングとなった．私にとっては，初

あて大学生の学生相談の実情を見聞きする場であった．

父親がリストラに遭い，学業継続や，両親の緊張した

関係に強い不安感があり体調を崩してしまっている人，

摂食障害や不安発作，リストカット，過呼吸等の精神

科的な症状を抱えている人，卒業単位取得に関する相

談で担当教員との調整が必要な人，自分自身の個性や

人間関係で悩んでいる人など，実に様々な問題や悩み

を抱えて来室していることを確認した．

（3）精神保健福祉士としてのこれまでの活動と課題

　私は，精神科病院に5年間精神科ソーシャルワーカー

として勤務し，その後，同職種（平成9年度より，国

家資格取得者は精神保健福祉士と名称変更された．私

は平成9年度に取得）で地域の精神保健福祉施設や保

健所において，精神科で治療を受けながら生活してい

る人達の社会的リハビリテーションや地域生活を支援

する活動を25年程続けてきた．主な業務は受診，’入院

生活，退院援助等の個別相談援助，具体的な生活支援

（訪問，受診同行，福祉関係の法的手続援助，ホーム

ヘルパー等の居宅生活支援サービス提供のコーディネー

　ト等），就業支援，精神保健福祉啓発活動を基本とし

た地域活動，関係機関のマネージメント等である．本

人自身の問題を解決していくための援助を基本としな

がら，本人と本人を取り巻く生活環境との関係性を重

視し，具体的にその調整や改善にも取り組んできた．

っまり，既に精神的な病気や障害を有し，精神科の医

療機関で治療を受け，社会生活に困難を来たしている
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人達を対象とした分野で上記の業務に従事してきたこ

とになる．

　学生相談に関わるようになり，私のこれまでの業務

は，メンタルヘルスやその予防の分野に関わる機会が

大変少なかったことに気づかされた．それから，精神

保健福祉士として幼少期から高齢期まで，人のライフ

サイクルの過程でメンタルヘルスや，社会的・地域的

リハビリテーションや支援を総合的に捉え，それを必

要としている人達に必要な援助や支援をしていくこと

の課題は，まだまだ山積していることも認識した．

（4）学生相談室の今後の課題…連携と心理職以外の参

加

　そのような視点で大学の学生相談活動を考えると以

下の課題が見えてきた．

　今後の相談室の役割とも関係するが，来室する学生

の相談内容は実に多種多様で，本人の人格の発達の問

題だけでなく，家族や家族を取り巻く環境の問題，学

生生活そのものの問題も多く，それに起因して心の健

康を害している場合がある．それらを切り離して本人

の自己成長に重点を置いた個別面接援助だけでは問題

は解決しないし，的確な援助とは言えない．生活状況

をアセスメントし，本人が抱えている問題や，それら

の問題を抱えながらも生活していく上で生きていく強

さがどこにあるのかを把握した上での援助計画を立て，

必要があれば関係機関（医療等）や関係者（本人を支

ている人）との連携を構築していくことも援助の方法

としてとても重要である．そのためには心理職の同職

種だけの関わりでは限界があると感じている．社会教

育関係者や社会福祉士・精神保健福祉士等のソーシャ

ルワーカー等の関わりも検討されるべきで，関係職種

の拡大を図る必要があると考える．附属中学・高校に

は，スクールソーシャルワーカーが新たに配置され，

大学側から派遣しているカウンセラーとの連携をはか

りながら活動を開始している．導入期なので，お互い

に試行錯誤している時もあるが，確かに活動を共有し

始めている．スクールソーシャルワーカーの導入は，

今後の相談活動のあるべき方向性を示唆していると信

じている．

2．保健センター副所長としての関わりを通して保健セ

　ンターと学生相談室の方向性を考える

（1）これまでの相談活動の軌跡

　この度の紀要投稿は，これまでの学生相談活動の軌

跡を振り返り，学生相談室の今後の方向性を展望して

いく上で，前方に光明を見出していく契機にしたいと

考えたからである．相談室に関わった関係者の皆様の

活動を時間軸で振り返ってみようと，「学生カウンセ

リング室報告書1～5号（昭和46年度～平成元年度）」

と「保健センター学生相談室報告書1，2号（平成9年

度～平成14年度）」を拝見させていただいた．それは，

開始期の創意・工夫とご苦労の数々，そして継続と内

容の充実に向けての弛まぬ努力の足跡が，文字や数字

となって私の目を釘付けにし，ひしひしと胸を打って

きた．改めて先達の方々に心から敬意を表したい．

　相談室に対する学生のニーズを相談件数で見てみる

と，開設当初の46年度から54年度までの7年間は相

談者の延べ数も500名弱であったのが，学生数の増加

とともに増え続け，昭和61年度の文学部開設年度は

板橋校舎と合わせて約1400名と約2．6倍となった．以

後，板橋校舎では増減しながらの横ばい状態で，狭山

校舎では増大している．相談件数の減は，山本，高橋

の論文に記されているが，学生のニーズが減ったので

はなく，従事する教職員側の問題で，専従できない状

況やマンパワー不足で，相談室の活動を縮小せざるを

得なかったからである．

（2）ミーティングを通じた連携

　学生アドバイザーとしての関わりを経て，平成

15年度から平澤先生からバトンを受け取り，副所長

として主に相談室の運営や全体的な活動に責任をもっ

立場で関わるようになり，学生のニーズはますます増

大傾向で，しかも問題やニーズは多様化と心身の健康

面でも深刻化していることがうかがえた．このような

状況下で，両相談室の職員は，日々の相談対応を始め

とした業務に追われ，お互いの交流も希薄になってお

り，定期的なミーティングももたれていないような状

況になっていた．私の役目は，まず，両相談室，両保

健室，附属校との繋ぎ役であろうと考え，所長・副所

長ミーティング，両相談室・保健室教職員全員の月

1回の定例ミーティング，各相談室毎のカンファレン

スを含んだミーティングを提案し，開始した，ミーティ

ングを通じて，お互い顔を合わせ，活動の苦労や手応

えを共有し，実感し合うことを蓄積していきたいと考

えている．連携や発展性のある議論はそこからスター

トである．
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（3）今後の相談活動のあり方

　保健センターの市丸先生が「保健センター学生相談

室報告書（第2号）」に「新しい学生相談室のありか

たを求めて」のテーマで提案しているが，今後は，個

別相談優先で解決していくのではなく，一人ひとりの

学生生活をしっかりと見っめ，学生自らが，学生生活

の中から様々な体験を重ねていくことができるような

チャンスを具体的に提供していき，それをとおして自

分自身の尊厳を大切に感じる心を養うことにっながる

ような援助が必要なのではないかと強く感じている．

そのためには，治療的視点や，教育的視点よりも「学

生生活を支援していく」という学生を支える視点が重

要であると考える．その点からすると保健センターの

一部として同組織のなかにあるのが望ましいのだろう

かと私自身は感じている．保健室との連携は必須であ

るが，本学の一人ひとりの学生生活を支援する役割を

重視するならば，むしろ「学生サービス機関」のひと

っとして位置付け，進路支援センターや学務，教務課

と近い場所にあり，学生にとってより身近に利用でき

るような工夫が必要である．そして関係する教職員は，

各々一生懸命のあまり抱え込まず，役割を分担したり，

共同での関わりを確認して，連携を密にしていくこと

が求められているように思う．

　私見であるが，保健センターは，地域に身近なもの

となるように医療機能も付置した健康管理センターと

して地域に開いていくような方向性を検討できないも

のだろうか．そのためには，学生の健康管理の役割も

兼ねるので，かなりおおがかりな構想と経済的なコス

ト試算が必要となる．現実的には困難な事業なのかも

しれないが，今後の大学運営を展望すると検討課題の

ひとっと言えるのではないだろうか．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（上野容子）

おわりに

　今回，このまとめの作業を通じて，我々は，今後の学

生相談室の活動のあり方を展望する良い機会となった．

これまで学生相談活動にかかわってきた全てのスタッフ

に敬意を表すると共に，培われてきた活動がさらに充実

したものとなるよう，相談・研究活動を重ねていきたい．
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Summary

　　　　　Since　the　Student　Counseling　Room　established　in　1971　at　Itabashi　Campus，　the　activities

of　student　counseling　in　this　university　have　achieved　satisfactory　results　fbr　32　years．　The　ac－

tivities　are　composed　of　consistent　works　and　eff（）rts　by　the　staff　of　the　room　and　other　related

staff　Being　related　to　the　organization　management　of　the　university，　their　works　have　sustained

that　the　Student　Counseling　Room　effectively　fUnctions　to　make　each　studentls　campus　life　more

fUlfil1．

This　review　suggests　that　the　staff　have　involved　in　individual　counseling　as　a　basic　activity　of

this　room　and　have　created　various　activities　through　the　attempt　to　provide　more　effective　serv－

ices　fbr　the　students　as　well．　This　process　sometimes　has　brought　them　difficulties　and　they　have

struggled　to　pursue　suf行cient　counseling　activities　in　this　university．

It　is　a　significant　work　to　share　the　progress　to　constnlct　the　activities　and　services　of　the

Student　Counseling　Room　among　more　related　staff　of　the　university．　This　paper　provides　good

　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　コ
opportunltles　to　lnvestlgate　more　meaningfUl　activities　of　student　counseling　in　the　settings　of　uni－

　　　　　　　
verSltles．
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